
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道大学 2017 年（理・前）第 5 問 

座標平面上の 3 点 A(1,0),B(3,1),C(2,2)を頂点とする△ABC の内部および境界を T とおく。実数𝑎に対して、条件 

𝐴𝑃ଶ + 𝐵𝑃ଶ + 𝐶𝑃ଶ ≤ 𝑎 

を満たす座位平面上の点 P の全体を D とする。ただし、AP は点 A と点 P の距離を表す。 

(1) 𝐷が少なくとも 1 つの点 P を含むような𝑎の値の範囲を求めよ。 

(2) 𝐷が𝑇を含むような𝑎の値の範囲を求めよ。 

(3) (1)のもとで、𝐷が𝑇に含まれるような𝑎の値の範囲を求めよ。 

岡山大学൫理・前൯𝟐𝟎𝟏𝟎年第𝟒問 

平面上に半径 1 の円𝐶がある。この円に外接し、さらに隣り合う 2 つが互いに外接するように、 

同じ大きさの𝑛個の円を図൫例 1൯のように配置し、その一つの円の半径を𝑅௡とする。また、円𝐶に内接し、 

さらに隣り合う 2 つの円が外接するように、同じ大きさの𝑛個の円を図൫例 2൯のように配置し、 

その一つの円の半径を𝑟௡とする。ただし、𝑛 ≥ 3 とする。このとき次の問いに答えよ。 

(1) 𝑅଺, 𝑟଺を求めよ。 

(2) lim
௡→ஶ

𝑛ଶ(𝑅௡ − 𝑟௡)を求めよ。ただし、 lim
ఏ→଴

sin 𝜃

𝜃
= 1 を用いてよい。 

例 1    𝑛 = 12の場合 例 2    𝑛 = 4の場合 

東京大学൫文・前൯𝟐𝟎𝟎𝟗年第𝟏問 

座標平面において原点を中心とする半径 2 の円を𝐶ଵとし、点(1,0)を中心とする半径 1 の円を𝐶ଶとする。 

また、点(𝑎, 𝑏)を中心とする半径𝑡の円を𝐶ଷが、Cଵに内接し、かつ𝐶ଶに外接すると仮定する。 

ただし、𝑏は正の実数とする。 

(1) 𝑎, 𝑏を𝑡を用いて表せ。また、𝑡のとり得る値の範囲を求めよ。 

(2) 𝑡が(1)で求めた範囲を動くとき、𝑏の最大値を求めよ。 

京都大学൫理・前൯𝟏𝟗𝟗𝟗年第𝟏問 

直角三角形に半径𝑟の円が内接していて、三角形の 3 辺の長さの和と円の直径との和が 2 となっている。 

このとき以下の問いに答えよ。 

(1) この三角形の斜辺の長さを𝑟で表せ。 

(2) 𝑟の値が問題の条件を満たしながら変化するとき、この三角形の面積の最大値を求めよ。 


